
図 1 各試験区の様子 

左：ラッセル網区 右：束ね区 

有
明
海
諫
早
湾
に
お
け
る
垂
下
式
マ
ガ
キ
養
殖

の
食
害
対
策
に
つ
い
て 

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場 

種
苗
量
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー 

介
藻
類
科 

は
じ
め
に 

養
殖
マ
ガ
キ
に
お
い
て
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
発
生

す
る
へ
い
死
は
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

発
生
状
況
に
よ
っ
て
毎
年
の
生
産
量
は
大
き
く
変
化
し

ま
す
。
特
に
、
令
和
７
年
の
夏
か
ら
秋
に
瀬
戸
内
海
で

発
生
し
た
大
量
へ
い
死
は
、
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。 

一
方
で
、
こ
う
し
た
高
水
温
期
の
へ
い
死
と
は
別
に
、

近
年
、
西
日
本
を
中
心
と
し
た
海
域
で
、
春
か
ら
初
夏 

          

の
魚
類
に
よ
る
食
害
と
考
え
ら
れ
る
稚
貝
の
大
量
減

耗
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
長
崎
県
で
も
同

様
の
現
象
が
有
明
海
や
大
村
湾
な
ど
県
内
各
地
で
発
生

し
て
お
り
、
そ
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
今
回
、
有
明
海
諫
早
湾
に
お
い
て
養
殖
マ
ガ

キ
の
食
害
対
策
試
験
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果

を
紹
介
し
ま
す
。 

食
害
対
策
試
験 

諫
早
湾
で
は
、
マ
ガ
キ
稚
貝
が
20

個
前
後
付
着
し
た

コ
レ
ク
タ
ー
（
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
殻
）
を
一
枚
ず
つ
等
間

隔
で
養
殖
ロ
ー
プ
に
十
数
枚
挟
み
込
ん
で
１
連
と
し
て

４
～
５
月
に
筏
に
垂
下
し
て
養
殖
を
開
始
し
ま
す
。 

試
験
は
、
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
一
連
を
丸
ご
と
ラ
ッ

セ
ル
網
で
覆
う
「
ラ
ッ
セ
ル
網
区
」
と
、
福
岡
県
で
用

い
ら
れ
て
い
る
、
１
連
を
丸
く
束
ね
て
球
状
に
し
た
「
束 

          

ね
区
」
の
２
区
を
設
け
、
令
和
７
年
５
月
27

日
に
設
置

し
、
設
置
16

日
後
の
６
月
11

日
に
生
残
状
況
を
調
べ

ま
し
た
。 

試
験
結
果
を
図
２
に
示
し
ま
す
。 

生
残
率
（
生
残
稚
貝
数
／
開
始
時
の
稚
貝
数 

×
   

１
０
０
）
は
、
ラ
ッ
セ
ル
区
が
77

％
と
最
も
高
く
、
次

い
で
束
ね
区
が
61

％
、
通
常
の
養
殖
マ
ガ
キ
（
対
照
区
）

が
48

％
と
な
り
ま
し
た
（
各
区
有
意
差
あ
り
）
。
こ
の

時
、
束
ね
区
と
対
照
区
で
は
図
３
に
示
す
よ
う
に
食
害

痕
と
さ
れ
る
稚
貝
の
上
面
の
殻
が
は
ぎ
取
ら
れ
、
下
面

の
殻
だ
け
が
コ
レ
ク
タ
ー
に
付
着
し
て
い
る
状
態
が
観

察
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
か
ら
ラ
ッ
セ
ル
網
区
で
は
１
連
の
全
て
の

カ
キ
が
食
害
か
ら
守
ら
れ
た
の
に
対
し
、
束
ね
区
で
は

外
面
の
カ
キ
が
食
害
を
受
け
た
こ
と
で
、
生
残
率
の
差

が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
両
試
験
区
と
も
に

食
害
に
よ
る
初
期
減
耗
を
軽
減
す
る
効
果
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。 

       
図 2 試験開始 16日目の生残率 

     ※各区有意差あり 

図 3 マガキ稚貝の食害痕がみられる 

コレクター 

（一方の殻だけが残り白く見える） 



7月8日

殻高

（cm)

殻高

（cm)

重量

(g)

軟体部

重量(g)

1連あたり

の個数

（個/連）

1連あたり

の総重量

（kg/連）

生残率

（％）

ラッセル網区 4.2 7.3 30.8 6.5 274 7.4 35

束ね区 4.1 7.2 31.8 5.5 202 5.8 26

対照区 3.3 6.7 26.0 4.9 183 5.0 24

10月30日

※　対照区と有意差あり

※

※

※ ※

マ
ガ
キ
の
成
育
状
況 

食
害
の
発
生
は
５
～
６
月
に
多
く
な
り
、
マ
ガ
キ
の

大
き
さ
が
４
㎝
を
超
え
る
７
～
８
月
に
か
け
て
収
束
す

る
こ
と
が
福
岡
県
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
今
回
、
試
験
区
の
平
均
殻
高
が
４
㎝
を
達
し

た
７
月
８
日
に
両
試
験
区
を
通
常
の
１
連
の
状
態
に
戻

し
、
そ
の
後
の
食
害
の
発
生
状
況
及
び
マ
ガ
キ
の
生
育

状
況
を
10

月
30

日
ま
で
調
査
し
ま
し
た
。
な
お
、
７

月
８
日
の
試
験
開
始
14

日
後
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
新

た
な
食
害
痕
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

試
験
結
果
を
表
１
に
示
し
ま
す
。 

試
験
開
始
か
ら
約
３
ケ
月
後
の
10

月
30

日
の
１
個

体
あ
た
り
の
殻
高
、
重
量
、
軟
体
部
重
量
は
、
ラ
ッ
セ

ル
網
区
と
束
ね
区
で
大
差
は
な
く
、
防
除
に
よ
る
成
育

不
良
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

１
連
あ
た
り
（
コ
レ
ク
タ
ー
数
14

枚
）
の
カ
キ
の
個

数
は
、
ラ
ッ
セ
ル
網
区
が
２
７
４
個
と
最
も
高
く
、
次

い
で
、
束
ね
区
が
２
０
２
個
、
対
照
区
が
１
８
３
個
と

な
り
、
総
重
量
は
、
ラ
ッ
セ
ル
網
区
が
７
・
４
kg

と
対

照
区
よ
り
も
２
・
４
kg

上
回
り
ま
し
た
。
ラ
ッ
セ
ル
網

区
と
対
照
区
で
は
個
数
、
総
重
量
、
生
残
率
で
有
意
差

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
網
を
被
せ
る
方
法
は
高
い
食

害
防
止
効
果
や
生
産
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る
一
方
で
、

網
の
着
脱
の
手
間
や
、
海
況
に
合
わ
せ
た
最
適
な
作
業

時
期
の
検
討
な
ど
新
た
な
課
題
が
出
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
養
殖
業
者
が
利
用
し
や
す
い
技
術
へ
と
発
展
さ

せ
て
い
き
ま
す
。 

                      

食
害
種
の
特
定 

次
に
、
諫
早
湾
に
お
け
る
食
害
魚
を
特
定
す
る
た
め
、

４
～
６
月
の
間
、
カ
キ
の
養
殖
筏
に
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
カ

メ
ラ
を
設
置
し
、
連
続
撮
影
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 

映
像
に
は
、
ク
ロ
ダ
イ
、
ギ
マ
（
図
４
）、
ボ
ラ
の
３

種
が
確
認
さ
れ
、
特
に
ク
ロ
ダ
イ
と
ギ
マ
が
頻
繁
に
出

現
し
、
カ
キ
を
突
く
様
子
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
、
マ
ガ
キ
の
食
害
種
と
し
て
、
ク
ロ
ダ
イ
、
イ
シ

ダ
イ
、
コ
モ
ン
フ
グ
、
ウ
マ
ヅ
ラ
ハ
ギ
が
他
県
か
ら
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ギ
マ
は
新
た
な
食
害
種
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

今
回
は
出
現
状
況
の
み
の
確
認
で
し
た
が
、
今
後
は
、

養
殖
場
周
辺
で
の
漁
獲
調
査
や
消
化
管
内
容
物
調
査
等

に
よ
り
原
因
種
を
特
定
し
、
そ
の
生
態
的
特
性
に
基
づ

く
食
害
対
策
を
検
討
し
ま
す
。 

          
7 月 8 日：試験区を通常の１連に戻した日 

10 月 30 日：試験終了時点 

図 4 ギマ 

表１ マガキの成育結果 



お
わ
り
に 

総
合
水
産
試
験
場
で
は
現
在
、
カ
キ
養
殖
に
お
け
る

食
害
対
策
に
加
え
、
県
内
の
種
苗
生
産
機
関
等
と
協
力

し
、
近
年
の
気
候
変
動
に
対
応
し
た
高
水
温
耐
性
系
統

の
開
発
や
付
着
生
物
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

今
後
も
現
場
の
課
題
解
決
に
向
け
、
関
係
各
所
と
密

に
協
力
し
な
が
ら
、
養
殖
業
者
が
活
用
し
や
す
い
技
術

を
開
発
し
、
カ
キ
養
殖
業
の
経
営
安
定
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
担
当 

土
内 

隼
人
） 


